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今回は、「造影剤」を使用した CTおよびMRI検査についてご紹介します。

まずＣＴ検査に関して、造影検査には 2通りあります。すなわち、造影剤を静注し臓器が

十分造影された時相（＝タイミング）で撮影する造影検査と、造影剤を急速静注し動脈が造

影される動脈相・実質が造影される実質相・静脈が造影される静脈相および数十秒から分単

位での変化を撮影するダイナミック検査があります。

前者の造影検査は、通常 100ccの造影剤を 1.5cc/sec以下の速度で静注後撮影しますので、

手背での血管確保でも可能です。一方、後者のダイナミック検査は、量は体重と検査部位に

より極力少ない量を用いますが、静注速度が 2.5～5.0cc/secくらいでの急速静注になるので、

太い注射針（20G程度）での血管確保が必要です。また、ダイナミック検査は造影後 2～4

回撮影しますので被爆量も多くなります。

通常、ダイナミック検査は、動脈狭窄（腎動脈狭窄症や閉塞性動脈硬化症など）や動脈瘤

などの動脈性病変と腫瘍の検索（肝細胞癌や膵癌など）の際に行います。体重減少などの臓

器が限定できない腫瘍を否定するための検査など、念のための CT検査は、被爆線量を考慮

し 1回の撮影で済む前者の造影検査を行います。いずれにしても、腹部 CTにおいては造影

剤を使用したほうが臓器にコントラストがつき、病変の指摘が容易になります。一方、肺と

骨病変については造影検査が必要になるのはごく限られた場合です。特に、胸部単純写真で

指摘された結節影の精査では、ほとんど造影は必要ありません。

次にＭＲＩ検査に関しては、非造影でも複数のコントラスト画像が得られるため、造影が必

要となるケースはそれほど多くありませんので、造影の要否は、単純撮影を参考にこちらで

判断させていただいています。

造影検査をご希望の場合は依頼書にご記入ください。また、予期せずして造影が必要にな

る場合がございますので、尿素窒素およびクレアチニン値、アレルギー歴もご記入いただく

ようお願いいたします。

　造影剤を使用する場合には、CT同様、通常の造影検査とダイナミック検査とがあります。
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       広島原対協健康管理・増進センター ☎082-243-2451（代表） 8：30～17：00 

コールセンター ☎0120-14-7191（フリーダイヤル） 8：30～19：30 

お問合せ先 

予約受付先 

CTに比べ少量で済みますので、手背での血管確保で十分です。

造影検査の際には、ご依頼の先生方に以下のことをお願い

しています。一つは、患者に対する造影検査の必要性の説明

と承諾書の取得です。承諾書については副作用の頻度を付記

した新しいものを配布していますので、ぜひそれに沿って説

明をお願いします。もう一つは、検査前の絶食のご指示です。

腹部の検査などにおいて、食事をされておりますと胆のうな

ど一部の臓器の評価ができない場合がありますのでご注意

ください。しかし、造影剤はほぼ100％腎排泄をしますので、

脱水状態での造影剤使用は腎障害等副作用を助長するとさ

れていますので、絶飲は必要なく、むしろやや多めの飲水を

ご指示ください。

CTおよびMRIの造影剤が使用できない方がいます。それ

は、以前に造影剤での副作用（蕁麻疹、血圧低下など）の既

往がある方と、腎機能低下のある方です。腎機能低下の方は、

CT でのヨード製剤の場合、造影剤使用直後の血液透析で腎

機能低下の悪化は防げると言われていますが、MRI で使用

されるガドリニウム製剤は、腎機能低下時での使用で出現す

るといわれる腎性全身性繊維症（NSF）に対しては使用後の

血液透析は効果がないとされています。また、アレルギー素

因のある方、特に喘息の方は、副作用の頻度が高いとされて

いますので、造影剤使用を控えさせていただいています。

次回から、部位別の検査の適応についてご紹介していきます。

適応も CTと同様ですが、脳動脈に関しては非造影で可能です。造影剤の量は 20cc以下と
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